
陀あっで古くか ら開発された地域である｡茂原市付近の地質は第三紀鮮新世Uc属すが,天然ガスは

その中で国表 層 ･梅ケ瀕 層 ･大田代層 ･黄和田層等の砂岩内のかん木 と共存している.茂原市vcお

ける天然ガスの発見は慶長元年 と伝えられるが,天然 ガスが灯火用 ･燃料用として利用され始めた

のは明治 ･大正年間のことである｡昭和VCなb天然 ガスの燃料源としての利用は増大 したが,天然

ガスが大規模に開発されるようVC在ったのは化学JR科 としての利用が始まった昭和 50年代の こと

である.現在茂原市付近の天然ガスの頗発は,個展天然瓦斯頗発を中心VEして行なわれている｡ 日

産 4.18億Trp,その 86%は化学工業用原料として,残 914%は燃料用 としで使用されているO･

茂JR市の工業化は昭和 10年VC始まるが,太格的夜鉱工業都 市として発展するのは,日立裂作所

茂原工場,東洋高圧 (硯三井東圧化学 )千葉工業所の進出した昭和 50年代である｡前者は天然 ガ

スを燃料として使用 し,東芝系の東京真空管夜 どとともVE多数の下請関連企業を成立させ,電子管

工業の-大産地 を形成している｡後者は天然ガスを化学原料 として使用 し,硫安 ･尿素等の化学肥

料を生産しているが,装置工業 とい う性格か ら茂原市工業の中にあって.孤立 した存在で あるO こ

れ ら電子管工業と化学工業が茂原市工業の主力をなしてお り,昭和 45年現在 2工業の出荷額は茂

原市全体の 94%を占めている｡特VE前者は組立加工業とい う性格か ら多量の労働力を吸収 し,全

工業従業者数の うち80%程度を占めているOまた,多数の下請関連企業を抱えているため茂原市

への影響は極めて大である｡従 って電子管工業の浮沈が茂虐市工業全体を大きく左右 しているとLo

える｡

このよう夜状況を打開するためVCは中小企業の強化,新企業の誘致が考え られる｡ しかし,中′｣＼

企業の強化策の一つでもある新企業の誘致は,広大な工場用地,豊富夜労働力,天然ガスとい うか

っての立地条件は消威しつつあることか ら困難である｡茂原 市工業の現在以上の拡大 ･発展は亜 し

いと思われる.従 って茂原市発展のためVCは.新 しい方向が兄い出されるべきであろう｡

宮城県多賀城町の都市地理学的考察

斉 藤 和 加 子

1 は じめに

本論文では,複数的要因vC基づV}て都市化の進慮 したと考え られる多賀城打の実態 を明らかUCL

ようとした｡

人口を中心として地区ごとの発展の状態を調べ,地区を分類 し, 商店の分布か ら各商店集中地区
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の特色をつかんでその成立 した背景を探 った｡また,多賀城町の性格 を把慮するために工業,-盛業

等ほっいても言及 した｡

2 概 要

人口は,戦前は停滞的で 1万人にも満たなか ったが昭和 17年,海草工廠が設置され,工廠の附

属住宅が建設されたのを契機Ue増加 し始め,戦後も引き続き増加したが,樽 に55年以降の増加は

著 しく45年UEは5万人余vc適 した｡宅地化が進,tpvcつれ他市町村-の流出人口も多 く在った｡仙

台 ･塩釜-の流出人 口が全体の 90%を占め,最近では帝VC仙台-の流出人口が増加 している｡一

方,町内-の流入人口も増え.主に桜木の工場地帯,鶴ケ谷,東北学院大のある旭ケ岡地区-の流

入が多い.

次vc人口密度 と昭和 55年,45年の 10年間における人口増加 を地区別vc調べた結果,6)55

年以前vc宅地化が進行 していた地域.⑥ 55年か ら10年間ve宅地化が進み.ほぼ完了した地域,

①今後も宅地化が進行すると考え られる地域,把大別 出来た｡6)地域は工廠の附属住宅が建設され

た伝上山 5区や塩釜の影響を受けて宅地化の進んだ地域である｡⑥地域は主として仙台の都市化の

影響を受けて比較的新 しく宅地化された地域である｡◎地域の うちでも6),⑥地域に援する地域や

工場地帯の周辺,八幡上の国道沿いの地域は宅地化が進んでいる｡ この ようve多賀城町の宅地化は

海軍工廠の附属住宅の建設に端を発 し,塩釜 と仙台の都市化の影響を受けて進んだ｡仙台,塩釜両

市veはさまれその商圏に包含される多賀城町では商業活動は一般に低調で,中心商店街は形成され

ていない｡しかし商業統計表を集計した結果 7つの商店集中地区があることが明 らかVCをった｡す

なわち八幡,下馬,大代,絶ケ田.鶴ケ谷,花立,南宮である. 7つの 尚 古集中地区のうち6つは

東部の市街地にあD,南宮だけが農村中心的醸格を有 している.八幡や大代の商店地区は,伺辺の

農村地域に接 し,住宅地及び農村の買物町 としての機能を果たしていると考え られる｡下馬は塩釜.I

の商店債の延長 として成立した商店街であb,能ケ軌 鳩ヶ谷,花立は住宅地の成立に伴い形成さ

れた東寄商店地区である｡

多賀城町の工業化は海草工廠の設遺VCよb始まる｡工廠が閉鎖された昭和 20年か ら2d年の周,

工業化は中断 したが,工廠の跡地が安 く工場用地 として払い下げ られたため, 27年以降工場が進

出しはじめた｡ 55年Ucは 6社が進出してピー クと覆し,この頃から多賀城町の工業は盛んVC夜っ

てきた.進出工場の業種は雑多であるが,大部分は市場指向性工業 として一括出来る｡山部は技術

指向性工業の工場である.なお, 59年 vcは仙台湾地区が新産業都 市の指走 を受け,42年か ら仙

台湾の建設が始まった.多賀城町の東南部はこの仙台新藤の後背地ve当 D,癌の完成時VEは臨海エ
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業地帯の一部をなすと目されているo

鹿部の市街地や工場地籍の周辺 VCは農地が広が b特vc西部の沖頗低地VCは盛燕 と区画盛埋された

水田が広がD,本町農業の中心を夜している｡稲作以外vc余 bみるべき慮作物は夜 く.仙台市の近

郊VEあ恒色が ら仙台市場向けの野菜や花井の栽培は盛ん では夜い.成業の機会vE恵まれ,兼業農家

が多 く,耕転機等の普及率は高い ｡

3 結 論

多賀城町の都 市化は,戦時中の海草工廠の設遣VC端 を発 した工業化 と仙台 ･塩釜両市の都 市化の

影響を受けた宅地化を主因 として進展 したと考えられる.宅地化 と工業化は時期的vCほぼ同時vC進

行 した｡す夜わち昭和 17年の海草工廠の設置 と同時vc附属住宅が伝上山,旭ケ岡,鶴ケ谷VC建設

され宅地化 も進んだ｡終戦VCよb工廠は閉鎖され.工業化は中断 したが塩釜の影響を受け,下馬,

伝上山の宅地化が進んだ｡ 55年以降工業が盛んVC夜 D,この頃か ら仙台の都市化の影響を次第vc

強 く受けるようVCを D.多賀城駅周辺の八幡.旭ケ岡地区を中心vC宅地化が進行 した｡ この ようVE

宅地化が進むと住宅地の最寄商店地区は形成されたが,多賀城駅から仙台駅まで約 20分,本塩釜

節-約 10分の距離VEある本町では中心商店街は形成されず,一部には比蕨的都市化の進まない農

村地域を残 し,仙台市の外縁部として複合的性格のもとで都 市化の進ん でいる地域である｡

前橋市と高崎市の地理学的比較研究

長 浜 富 子

前橋市と高崎市はほぼ同規模の都市であ b(人口 :窮腐 l98,745人,DID人口112,845

人,高崎 175,887人,DID人口88,189人,以上 S40年,前席255,651人,高 崎

195,075人,以上 S45年 ),地方中心都市として上位の階 層に属 し夜が ら隣凄 して配置する

点で (国鉄前橋駅 ･高崎駅間只8km)全国的vcも稀夜存在である｡国土地理院 VCよる都市分類で

は両市とも標準都市として規定されているが両市の基盤 となる産業VCは異在るものがあると考え ら

れる｡一方,巨大都市東京-は両市とも100kmの距離VCあD.改善された陸上交通路VCよb強

く結びつけられ.その影響 もほぼ等 しく受けているもの と考えられるo以上のことから両市を戚b

上げ.両市間の関係及び性格vcついて実証的研究を行ない,両市の性偽把握の-礎石 としたい0

両市の性格を明確qcするために本論文では比僚論的方法を使用することとし,国鼻調査による人

口統計資料を基veして両市の産業別人口構成比の比硬.その全国市部合計の盛嘩値 との比軌 巨大
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